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オープンソースは、 

現代の企業における 

製品、インフラストラ
クチャ、および 
業務運営 を支えています。 

OSPOのパフォーマンスは、

活動件数やワーク 

フローの量ではなく、 

ビジネス成果 によって

評価されるべきです。 

OSPOの価値は、 

さまざまな形態の企業 

価値を捉える 

指標のポートフォリオ 
として測定するのが 

最適です。 

OSPOの測定が 

不十分だと、 

投資不足、ガバナン
スの範囲の誤り、 

戦略的な盲点 
につながります。 

信頼できる OSPO 
評価指標 は、経済性、 

準備態勢、先見性、戦略的 

影響力のバランスを 

取るべきです。 

OSPOは、企業全体の 

ガバナンス、可視性、
意思決定の質 を 

向上させることで価値を 

創造します。 

レジリエンスとは、組織が混

乱によって即興的な対応
や高額な費用のかか
る事後処理  を強いられ

る前に、準備を整えておくこ

とを意味します。 

強力なOSPOガバナンスは、 

文書化や追跡だけでなく、 

明確な意思決定と 
コミュニケーション 

にかかっています。 

組織は、依存している 

オープンソースのエコ 

システムに積極的に 
参加する ことで、 

より大きな影響力 

を得ることができます。 

OSPOの価値を適切に測定できる

組織は、摩擦を減らし、 

より良いオープンソース
に関する意思決定 

を行うことができます。  

OSPOにおけるリスク予測と
は、問題がまだ対処可能な段

階で、発生しつつある
問題を検知すること 

を意味します。 
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